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7月記者懇談会 

 

令和３年 7 月 26 日（月） 

 午前 11 時 203 会議室  

 

 

 

 

町長月間予定（総務課） 

・月間行事予定の説明 

 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

・新型コロナワクチン接種の状況について（健康推進課 健康づくり支援係） 

＜供給量の減少による影響について＞ 

当初計画で、週に 3、4 箱いただける予定だったので、第 1 回目の接種が 9 月の第 3 週、2 回

目の接種が、10 月の第 2 週には終わる予定で進めていた。 

7 月 2 日に、次回の納品 2 箱という連絡が入り、希望に対して半減してしまうということで、 

7 月 3 日に急遽予約を停止し、接種日程を調整した。調整の結果、修正計画が 3 週間程度後ろ倒

しになっている。終了の目安は、1 回目が 10 月第 2 週、2 回目が 10 月第 5 週の予定。 

＜ワクチン接種状況について＞ 

65 歳以上の接種済み状況は、1 回目の接種済みは、91%、2 回目接種済みは、86. 9%。 

高校 3 年生は、7 月 14 日に予約を開始し、現在 159 人の予約があり、うち 4 人は接種を終え

ている。 

12 歳から 15 歳については、7 月 11 日にクーポン券発送、8 月 11 日から受付開始。 

＜接種証明書の発行について＞ 

今日から接種証明書の発行が始まっており、朝から役場の窓口で 2、3 人申請あり。 

（資料に基づき説明） 

 

町長） ワクチン接種は、当初の予定通り進んできました。小・中学校の教員、保育士は接種

済みです。消防団員、140 名の接種も今週から始まります。飲食店などの先行接種につ

いては随時受け付けています。 

一定の体制を整えて予約等をしてきているというのは、役場の体制が良いからというこ

とではありません。医療関係者の了解のもとで体制を組んでいるので、国や県の考え方

の中で、市町村間の平準化といった議論の中で、人口割を大きく変えていくことについ

ては非常に違和感があります。県内全体を一定のレベルにしていかなければいけないと

いう議論には賛成しますが、市町村には市町村の状況があって体制を組んでいますので、

予定通り実施できないということもおきてきます。国にはできるだけ早く、予定通りワ

クチン配布をしていただきたいと思っています。 

出席者：みのわ新聞、長野日報、信濃毎日新聞、伊那ケーブルテレビ 

事務局：毛利、山口、原 
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今まで概ね国からワクチンが届いていますので、先行接種も含めて実施はできていま

す。それについては大変ありがたく思っていますし、ワクチンの接種によって、高齢者

の中で社会活動も一部動き始めていると感じていますので、ぜひできるだけ早く接種が

終わるようにしていきたいと思っています。 

高齢者の 1 回目接種が 91. 7%ということで、当初はここまでいくとは思っていませ

んでした。高齢者の中で接種率がこれだけ高まったということは、ワクチンに対する期

待があると同時に、当初予定量を超えてしまっている部分が全国的にあるのだろうと思

います。高齢者の方は、1 回目を打った後に入院してしまうというようなこともあって、

事実上 2 回目の接種ができなくなっている方もいらっしゃるので、どうしても 2 回目の

接種率は下がってしまうと思います。 

 

 

・令和３年度 箕輪町総合防災訓練計画について（総務課 防災・セーフコミュニティ推進室） 

8 月 29 日（日）に、発災型の地震総合防災訓練

を実施する。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、規模を

縮小し、参加人数を限定した訓練とする。町内各区

と町役場（本部）で実施。 

＜町職員訓練について＞ 

・みのわメイトを活用して参集 

・避難所開設、運営訓練 

・被災建築物応急危険度判定実施本部の設置 

・被害認定調査体制の確立 

・災害廃棄物処理活動 

（資料に基づき説明） 

 

記者） 今年度新たに行うのはどの訓練でしょうか。 

→ 被災建築物応急危険度判定、被害認定調査、災害廃棄物処理活動等については町の体

制づくり、意識づけが必要だということで初めて実施します。 

 

 記者） タブレット端末の活用も今年初めて行う内容でしょうか。 

→ その通りです。 
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・もったいないキャンペーンプラスについて（住民環境課 若者・生活環境係） 

地球温暖化問題やゼロカーボン、SDGｓ等につ

いて、町民の認知度、理解度を向上させるため、大

型スーパーで啓発活動を行う。 

啓発チラシの配布、ポスターパネル展示、ビデオ放

映、アンケート調査等を行う。 

10 月、1 月にも実施予定。（資料に基づき説明） 

 

 

 

 

 

・ウォーキンググランプリ2021 について（企画振興課 若者・町づくり政策係） 

昨年度に引続き、今年度も実施。イベント期間

は、10 月 1 から 31 日まで。エントリー受付は、

7 月 27 日から 9 月 17 日まで。 

個人のエントリーは、３部門。目標平均 5,000 歩

の「ゆったり」、目標平均 8,000 歩の「しっかり」、

目標平均 10,000 歩の「がっつり」。（昨年は目標平

均 8,000 歩の部門のみ） 

昨年は 500 人のエントリーがあったが、8,000

歩を達成した方が半数であったため、それぞれの

体調に合わせて参加できるよう変更した。 

（資料に基づき説明） 

 

 

町長コメント 

○オリンピックについて 

オリンピックが始まりました。様々な課題や議

論がありますが、町にとっては特別なオリンピッ

クです。町出身の西藤俊哉選手が出場するという

ことで、彼の今までの努力が少しでも実を結べば

いいなと思っています。 

報道の皆さんには、西藤選手個人のこと、その関

係者のこと、箕輪町の歴史的な経過など、いろんな

形で報道等にしていただき、本当にありがたいと

思っています。町を多くの皆さんに知っていただ

く意味でも、西藤選手の活躍、オリンピックへの出場が起爆剤になっていると思いますので、改

めて感謝申し上げます。願わくば、成績が良ければいいなと思います。8 月 1 日には団体戦もあ
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ります。フェンシングの中で、最も成績の良いフルーレの団体ですので、何とかいい結果をと思

います。ここまで至れば頑張っていただくしかないなと思っております。 

 

○プレミアム付き商品券について 

7 月 29 日に臨時議会を開催させていただく予定で準備を進めております。その中で大きなも

のは、プレミアム付き商品券の昨年に続いての実施についてで、議会に上程をさせていただきた

いと思っています。5 月に上伊那の感染警戒レベルが 5 になったことに伴って、県から支援金の

交付をしていただいていますが、今回のプレミアム商品券はそれとあわせて、感染症対策の地方

創生臨時交付金などを活用して実施するものです。 

1 セット 1 万円で、プレミアム率を 30%とする紙の商品券を 1 万 5,000 セットと、みのちゃ

んカードのようなカードチャージのものについて、1 万円のものを 1 万 5000 円、50%のプレミ

アム率を付加したものを 5,000 セット、合計 2 万セットを販売します。町商工会のご協力もいた

だいて、議会の翌日に直ちに事業者の募集をして、8 月のお盆には購入の申込みを始めていきた

いと思っています。9 月以降に購入可能になるということで、昨年よりは遅くなりますが、ワク

チンも整って少し明るい兆しが出てきた段階での消費喚起策として、消費の拡大、生活の支援と

いう意味合いで実施したいと考えています。議会の方に上程をさせていただいて、議決後に実施

したいと思っています。 

プレミアム商品券についてはいろんな議論もありますし、私自身も様々な議論があると思って

います。単にプレミアム率を上げることによって消費喚起になるかどうかについては、やや疑問

な面もありますが、一方で多くの方に生活支援というような方向で使っていただくことになると

思っています。生活支援券を一律で配布するということも方法論としてはありますが、今の経済

状況や新型コロナの状況は、そういう状況にはないのではないかと思っています。生活に非常に

お困りの方、影響を受けた方については、また別途、国や県の支援のほか、町としての支援もあ

ると思っています。今回は、全体の経済対策としてプレミアム商品券の実施をさせていただきた

いと思っています。 

 

○健康維持について 

新型コロナの影響が 1 年 3 ヶ月半近くになってきまして、課題になっていることがいくつかあ

ります。その中の一つが健康の維持という問題です。如実に現れているのが検診率の低下です。

昨年度、春から夏にかけて健診を全てストップしていましたので、昨年度の検診率がある程度下

がるのはやむを得ないと思います。昨年度は、秋から冬にかけて健診やがん検診などを実施しま

したが、一昨年度の健診率が 52. 4%であったのに対して、昨年度は、47. 7%となっており、4. 

7%ぐらい落ち込んでいる状況です。こういったことが今年度まだ十分に回復できない状況にあ

ります。 

もう一つはがん検診ですが、昨年度のがん検診の受診者は、497 人で、一昨年 934 人でしたの

で、53. 2%と半数程度になっております。胃がん検診は、通常さわやか検診とセットで行ってい

ましたが、昨年はそれぞれ別々の日程で設定せざるを得なかったということも影響していると思

います。冬場のバリウムの検診は、新型コロナの問題も含めて躊躇された方が多かったというこ

とだと思います。がんについては、早期発見、早期治療が最も大事な要素ですが、それができて
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いないということです。肺がん検診や乳がん検診は、9 割という数字が出ていますが、胃がん検

診や大腸がん検診は非常に受診率が低くなっていますので、検診の実施率を上げていくための啓

発を進めなければならないと思っています。特に高齢者の皆さんは、外に出ないことイコール検

診を受診しないとなってしまっている状況もありますので、その辺については啓発を進めていき

たいと思っています。 

 

○町長への手紙について 

今回の広報みのわの実に、「町長への手紙」というものを入れさせていただきました。これを始

めて 2 年経ちまして、昨年度は 83 人の方から 87 件の提言、意見をいただきました。令和元年度

もほぼ同様な数字ですので、この 2 年間で約 170～180 件の 提言、意見をいただきました。も

ちろん苦情もありますし、新しいアイディアもありますし、要望もあるわけですが、やはり住民

の満足度を上げていくには、こういった個別のものに対応していく必要があります。様々なご意

見や行政に対する意見、要望等をお持ちの方がいらっしゃって、そういったものすべてには対応

できませんが、個別に解決していくことが満足度に繋がっていくと思います。今、各地区の懇談

会を精力的にやっていますが、そういった中でも個別の意見が出てきます。そういったことに対

応すること、また、私達がそういったところに着眼点を持つことで大分変わっていくと思います。

こういった制度も引続き取り組んでいきたいと思っていますので、よろしくお願いします。 

 

最後に、この週末はみのわ祭りです。普通のお祭りではないので、なかなかお祭り気分も出ま

せんが、実行委員会の皆さんがそれぞれ取り組んでいただいておりますし、花火も何か所かで上

がるようですので、町民の皆さんには、大変暑い夏ですが、楽しんでいただければというふうに

思っています。 
































